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表彰等 

　 工学研究科マテリ アル生産科学専攻の掛下知行教授が、「 日

本金属学会 第 12 回学術功労賞」 を 受賞し ま し た。 

　 こ の賞は、 金属の研究、 工業の進歩発展なら びに日本金

属学会の学術事業の推進に多年に亘っ て貢献し た研究者に

授与さ れる も のです。 昨年同学会の谷川・ ハリ ス 賞を 受賞

し た「 高温を 含む環境下における 材料の相変態なら びにそ

れに伴う 組織形成に及ぼす磁場効果」 や功績賞（ 金属物性

部門、 平成 9 年）、 論文賞（ 昭和 60 年、 平成 6 年、 平成 16

年） 等の研究業績に加え、 金属学会本部理事、 評議員、 分

科会委員会委員、 会報編集委員会委員、 欧文誌編集委員会

委員、 関西支部支部長、 等さ ま ざ ま な役職を 担い、 こ れま

で多方面から 同学会の運営に大き く 貢献し てき たこ と が評

価さ れたも のです。 （ 工学研究科・ 工学部） 

掛下知行教授「 日本金属学会第12回学術功労賞」 受賞 

　 カ ナダ にあ る ガード ナー財団は、 2011 年のガード ナー

国際賞（ Canada Gairdner International Award） を 大阪大学

免疫学フロ ンティ ア研究センタ ー（ IFReC） の審良静男教授･

拠点長と ジュ ール ･ ホ フ マン 教授（ フ ラ ン ス 国立科学研究

セン タ ー , ス ト ラ ス ブール大学）、 他 3 名に授与する と 発表

し ま し た。 授賞式と 晩餐会は 10 月後半にカ ナダのト ロ ン

ト で行われま す 

　 ガード ナー国際賞は、 ラ ス カ ー賞と 並んで、 医学･ 生命

科学の分野で最も 権威のあ る 賞の一つです。 基礎医学およ

び臨床医学分野で卓越し た貢献を 行っ た個人に授与さ れ、

同賞受賞者には多く のノ ーベル賞受賞者が含ま れている こ

と でも 知ら れていま す。 

　 審良教授の受賞理由は「 数々のト ル様受容体（ Toll-like 

receptors; TLRs） の病原体認識機能の解析から 、 自然免疫

によ る 動物の感染防御シス テム における 画期的な発見を 行

っ たこ と 」 です。 

　 さ ら に審良教授は、 予防接種の原理のも と になっ ている

獲得免疫に対し ても 、 TLRs が必須である こ と を示し ま し た。

そこ で、 TLRs の活性化を 制御する こ と がワ ク チン 開発、

ガン 治療、 ア レ ルギー、 自己免疫疾患など 数々の免疫疾患

の治療開発に繋がる と 考えら れ、 日々研究さ れていま す。 

（ 免疫学フ ロ ン ティ ア研究セン タ ー） 

免疫学フロンティア研究センターの審良静男拠点長がガード ナー国際賞を受賞 


